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や
関
税
の
撤
廃
ま
で
考
え
る
と
何
も
で
き

な
く
な
る
が
、
変
動
幅
を
熟
慮
し
た
投
資

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
整
備
前
に
投
資

分
析
を
怠
ら
ず
、
整
備
後
は
腹
を
据
え
て

農
業
経
営
を
す
る
。
整
備
費
用
が
多
額
の

場
合
ほ
ど
、
単
純
に
耕
し
や
す
く
な
っ
た

だ
け
で
済
ま
さ
れ
な
い
の
で
、
肝
に
銘
じ

て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
一
般
的
な
基
盤
整
備
と
呼
ん

で
い
る
明
暗
渠
、
用
排
水
、
区
画
整
備
の

投
資
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
工
事
期
間

は
５
年
間
。
工
事
費
用
の
負
担
金
は
２
０

０
０
万
円
。
利
息
・
手
数
料
な
ど
が
５
％

発
生
し
、返
済
期
間
は
10
年
間
で
考
え
る
。

30�

ha
の
水
田
経
営
の
15
年
間
に
わ
た
る
一

大
事
業
で
あ
る
と
し
よ
う
。

基
盤
整
備
に
投
資
で
き
る
利
益
は
、
現

状
維
持
の
ま
ま
の
３
０
０
万
円
／
年
と
、

基
盤
整
備
に
よ
っ
て
収
益
が
改
善
し
た
場

合
の
４
０
０
万
円
／
年
（
支
払
期
間
は
５

年
間
に
短
縮
）
と
い
う
２
つ
の
パ
タ
ー
ン

を
想
定
し
た
（
表
１
）。

日
本
の
農
地
改
良
の
歴
史
は
、
モ
ン

ス
ー
ン
気
候
、
地
形
、
コ
メ
づ
く
り
の
発

達
な
ど
の
理
由
で
、
他
の
先
進
国
と
大
き

く
異
な
る
。
弥
生
時
代
に
伝
来
し
た
と
さ

れ
る
お
米
は
、
水
を
引
き
込
み
、
河
川
下

流
の
平
地
で
の
栽
培
が
広
が
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
国
内
に
平
地
は
少
な
く
、
開
墾
で

き
て
も
山
間
部
が
付
近
に
あ
り
急
勾
配

で
、
大
洪
水
と
の
闘
い
か
ら
、
治
水
・
利

水
も
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
。
鉄
製
品
が

伝
来
し
た
こ
と
と
、
公
地
公
民
制
（
飛
鳥

時
代
）
に
よ
り
、
国
家
的
な
区
画
整
理
が

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
地
所
有
と

農
地
整
備
は
、
租
税
徴
収
と
と
も
に
国
が

監
督
す
る
こ
と
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
農
業
土
木
工
事
と
し
て
賞

賛
さ
れ
る
信
玄
堤
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

重
機
の
な
い
時
代
に
甲
斐
（
現
在
の
山
梨

県
）
を
拠
点
と
す
る
武
田
信
玄
が
、
約
20

年
の
歳
月
と
金
山
か
ら
の
資
金
を
投
じ
た

整
備
事
業
で
あ
る
。
水
田
区
画
と
用
排
水

路
の
整
備
も
並
行
し
て
行
な
わ
れ
、
施
工

1973年北海道生まれ。栗山町在住。
昨年、普及指導員を退職し、実家の
農業を2014年から営む。経営は和牛
繁殖、施設園芸が主体。普及指導員
時代は、主に水稲と農業経営を担当
し、農業経営の支援に尽力した。主
に農業法人の設立、経営試算ソフト

「Hokkaido_Naviシステム」の開発、
乾田直播の推進、水田輪作体系の確
立などに携わる。

齊藤義崇

効
果
か
ら
、
武
田
氏
没
後
も
改
修
が
続
け

ら
れ
た
。
現
存
す
る
信
玄
堤
は
、
こ
れ
ま

で
の
農
地
改
良
の
歴
史
を
今
な
お
我
々
に

伝
え
て
く
れ
て
い
る
。

近
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
明
治
20
年
頃

よ
り
馬
耕
や
牛
耕
が
奨
励
さ
れ
、
水
田
の

基
盤
整
備
は
田
区
改
正
と
呼
ば
れ
た
。
さ

ら
に
欧
米
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
導
入
が
始

ま
っ
た
昭
和
40
年
代
以
降
は
、
機
械
を

使
っ
た
栽
培
技
術
体
系
が
開
発
さ
れ
、
大

区
画
化
が
進
ん
だ
。
耕
す
道
具
の
進
化
は

耕
作
可
能
な
面
積
を
広
げ
、
作
業
者
を
不

満
に
し
て
き
た
。
ど
の
時
代
も
耕
す
農
具

に
合
わ
せ
て
、
農
地
の
区
画
を
広
げ
、
必

要
な
暗
渠
を
施
す
な
ど
基
盤
整
備
に
よ
る

農
地
改
良
を
し
て
き
た
の
だ
。

農
地
の
基
盤
整
備
は
、
長
い
間
、
食
糧

の
増
産
と
安
定
確
保
の
面
か
ら
公
共
事
業

と
し
て
進
め
ら
れ
、国
策
と
し
て
の
奨
励
・

推
進
に
頼
っ
て
き
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

し
か
し
、
農
地
改
良
を
経
営
改
善
の
投
資

と
考
え
た
と
き
、
収
支
勘
定
の
合
う
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
投
資
が
き
ち
ん

と
回
収
で
き
る
か
ど
う
か
。
今
回
は
農
地

入
る
を
計
り
出
を
制
す
！

改
良
へ
の
投
資
分
析
法
を
紹
介
し
、
そ
の

採
算
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

念
願
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
た
の
は

い
い
が
、
負
担
が
大
き
く
返
済
が
滞
り
売

却
し
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。借
入
期
間
が
長
く
、

金
利
の
支
払
い
が
大
き
い
も
の
ほ
ど
、
き

ち
ん
と
将
来
設
計
を
立
て
て
購
入
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

基
盤
整
備
も
工
事
期
間
は
長
い
も
の
で

10
年
を
超
え
る
。
工
事
終
了
後
に
始
ま
る

負
担
金
の
支
払
期
間
も
長
期
と
な
る
。
耕

し
や
す
く
な
っ
た
反
面
、
並
行
し
て
機
械

投
資
を
行
な
う
と
、
収
支
が
悪
化
す
る
こ

と
も
多
い
。
基
盤
整
備
の
目
的
と
経
営
改

善
目
標
を
明
確
に
持
ち
、
利
益
率
、
回
収

期
間
を
吟
味
し
て
お
き
た
い
。

一
方
、
工
事
・
返
済
期
間
が
長
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
経
営
環
境
の
変
化
も
想
定

す
る
べ
き
で
あ
る
。
物
価
変
動
、
景
気
動

向
、
市
中
金
利
の
変
化
、
そ
し
て
農
産
物

の
消
費
動
向
も
気
に
な
る
。
輸
入
の
拡
大

 

第
十
章 

　
土
づ
く
り
其
ノ
三
　
基
盤
整
備
の
採
算
を
投
資
効
果
で
考
え
る

実
践
講
座

：

し・

・

・

・

・

た
た
か
な
農
業
を
目
指
す
経
営
管
理

長
期
・
多
額
な
投
資
へ
の
心
構
え

国
策
頼
み
の
日
本
の
農
地
改
良

負
担
金
を
重
荷
に
し
な
い
た
め
に
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期
間
に
対
し
て
、
投
資
額
の
２
０
０
０
万

円
を
平
均
３
０
０
万
円
で
７
年
、
４
０
０

万
円
の
ほ
う
は
５
年
で
回
収
で
き
る
。
ど

ち
ら
も
計
画
し
て
い
る
支
払
期
間
内
で
回

収
で
き
る
年
数
な
の
で
、
合
格
で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
回
収
期
間
法
と
い
い
、
支
払

期
間
の
収
支
計
画
か
ら
判
断
す
る
。

最
後
に
、
貨
幣
価
値
の
変
動
を
考
慮
す

る
分
析
を
紹
介
す
る
。
複
利
計
算
は
少
し

複
雑
な
の
で
、
ま
ず
簡
単
な
試
算
を
し
て

み
よ
う
。
今
手
元
に
１
０
０
万
円
が
あ
る

は
じ
め
に
、
利
息
が
適
正
で
あ
る
か
を

考
え
て
み
る
。
投
資
額
の
２
０
０
０
万
円

に
対
し
て
、
毎
年
の
基
盤
整
備
に
当
て
る

利
益
が
平
均
３
０
０
万
円
な
ら
、
投
資
利

益
率
は
15
％
で
、
４
０
０
万
円
な
ら
20
％

で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
利
息
の
５
％
を
大
幅

に
上
回
る
た
め
、合
格
だ
。
こ
の
方
法
は
、

資
本
利
子
が
利
回
り
を
上
回
る
か
で
判
断

さ
れ
、
投
資
利
益
率
法
と
呼
ば
れ
る
。

次
に
、
支
払
期
間
で
回
収
が
可
能
で
あ

る
か
を
考
え
て
み
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支
払

と
し
よ
う
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
信
じ
る
方

は
、
欲
し
い
物
が
あ
る
な
ら
タ
ン
ス
預
金

を
せ
ず
に
、
今
す
ぐ
買
っ
た
方
が
お
得
で

あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
物
価
上
昇
率
が
年

２
％
に
な
っ
た
ら
、
５
年
後
に
同
じ
物
を

買
お
う
と
す
る
と
、
10
万
円
ほ
ど
高
く

な
っ
て
い
て
買
え
な
い
た
め
だ
。
５
年
後

の
１
０
０
万
円
は
、
物
価
上
昇
か
ら
逆
算

し
て
現
在
価
値
（
現
価
）
に
直
す
と
、
90

万
５
７
３
円
に
な
っ
て
し
ま
う
。こ
れ
は
、

預
金
の
複
利
計
算
と
同
じ
計
算
方
法
で
あ

る
。
１
０
０
万
円
を
年

２
％
の
金
利
で
５
年
間
定

期
預
金
し
た
場
合
は
複
利

で
増
え
て
、
１
１
０
万
４

０
８
１
円
に
な
る
。

こ
の
考
え
方
を
利
用
し

た
投
資
分
析
法
を
現
在
価

値
法
と
い
う
。
貨
幣
価
値

の
変
動
を
考
慮
し
て
、
投

資
の
安
全
性
、
妥
当
性
を

判
断
す
る
と
考
え
よ
う
。

今
回
は
変
動
率
（
減
額
幅
）

を
資
金
調
達
コ
ス
ト
の
利

息
・
手
数
料
５
％
と
設
定

し
た
。

表
１
で
は
年
数
が
経
過

す
る
に
つ
れ
、
利
益
が
現

在
の
価
値
よ
り
低
く
な
る

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
10

年
間
の
合
計
額
を
投
資
額

と
比
較
す
る
と
、
年
平
均
の
利
益
が
３
０

０
万
円
で
は
差
額
が
３
１
７
万
円
だ
が
、

４
０
０
万
円
の
場
合
は
差
額
が
マ
イ
ナ
ス

２
６
８
万
円
と
な
り
、
利
益
増
強
か
返
済

期
間
の
見
直
し
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

基
盤
整
備
の
よ
う
な
返
済
期
間
が
長
期

に
及
ぶ
投
資
は
、
こ
の
３
つ
の
分
析
法
で

採
算
性
を
多
面
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
法

に
つ
い
て
は
、
表
２
に
そ
の
特
徴
を
示
し

た
。
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

支
払
う
負
担
金
が
多
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
と
き
、
農
地
整
備
費
用
を
節
約

し
た
い
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
基

盤
整
備
は
生
産
効
率
を
高
め
る
た
め
に
行

な
う
工
事
で
あ
り
、
頻
繁
に
は
実
施
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
。
正
確
な
負
担
金
額
は

工
事
後
に
示
さ
れ
る
た
め
、
支
払
い
も

待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
支
払
期
間
が
長
い

ほ
ど
、現
価
が
下
が
る
リ
ス
ク
も
大
き
い
。

し
た
が
っ
て
、
可
能
な
限
り
支
払
期
間
を

短
く
設
定
し
、
並
行
し
て
利
益
を
増
額
さ

せ
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
次

回
の
補
助
金
助
成
の
項
で
触
れ
た
い
。

経
営
存
続
が
危
う
く
な
り
、
誰
が
得
を

し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
基
盤
整

備
は
御
免
被
り
た
い
。
国
や
地
方
自
治
体

か
ら
の
助
成
が
あ
る
た
め
か
、
財
布
の
紐

は
ゆ
る
み
や
す
い
。
大
き
な
買
い
物
の
失

敗
は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
油
断
な
き
よ
う
に
。

②現在価値法

①投資利益法＆回収期間法　

前提条件：経営面積30ha、年間収益約3,600万円、年間純利益約970万円の経営体とする
　　　　　基盤整備の工事機関は5年、工事終了後の負担金支払パターンは2通りを想定
　　　　　パターン①は年間300万円×10年、パターン②は年間400万円×5年とする

表１：基盤整備の投資評価の事例

投資利益率法 回収期間法 現時価値法
判断基準 投資利益率＞利息　 返済期間＞回収期間　 投資額＜投資利益（現価）

利点 ・収益性から投資が
　判定できる

・返済期間の設定の目安にできる
・資金繰りの検討できる

・時間経過と貨幣価値が
　考慮されている

欠点 ・投資額の回収を
　考慮できていない

・回収期間の収益性は
　変動するので、鵜呑みにできない

・計算が難しい
・割引率の設定に悩む

特記事項 ・利息、運用利子と比較すること ・耐用年数や借入期間と
　比較すること

・変動幅として捉え、
　安全性に役立てること

単位 計算式 パターン① パターン② 評価
基盤整備に当てる
利益の年平均額 万円 ① 300 400

負担金の支払年数 年 ② 10 5
基盤整備に当てる

利益の合計額 万円 ③＝① × ② 3,000 2,000

基盤整備への投資額 万円 ④ 2,000 2,000
投資利益率 ％ ①÷④×100 15.0 20.0 それぞれ利息 5％より大きい→合格◎
回収期間 年 ④ ÷ ① 7 5 それぞれ返済年数以下→合格◎

計算式
割引額現価（万円）

現価係数／評価
パターン① パターン②

負担金に当てる利益の年平均額 ① 300 400 －

負
担
金
の
支
払
年
次

1 年目

⑤＝①×各年
の 現 価 係 数

286 381 0.952
2 年目 272 363 0.907
3 年目 259 346 0.864
4 年目 247 329 0.823
5 年目 235 313 0.784
6 年目 224 0.746
7 年目 213 0.711
8 年目 203 0.677
9 年目 193 0.645
10 年目 184 0.614

負担金支払合計額（現価） ⑥＝∑（⑤） 2,317 1,732 －
基盤整備の投資額 ④ 2,000 －

差額 ⑥ － ④ 317 -268 パターン②は支払合計額（現価）が
投資額に満たないので、要検討△

表2：投資評価手法の特徴
※現価係数の計算方法：１÷（１＋利息の利率）×年次


